
1937年、（財）東邦産業研究所は、旧東邦電力（株）の創立50周年記念
事業として、当時同社の社長であった故松永安左ヱ門氏により、実際の
社会に役立つ産業開発を行うことを目指し創設されました。同研究所の
半導体研究室主任であった故小谷銕治氏は、終戦により解散となった同
研究所の技術者と設備を継承し、1946年、東邦産研電気（株）を設立。
その後1962年、現社名のサンケン電気（株）へ商号変更しました。

研究所時代から続く亜酸化銅、セレン整流器での成果をもって半導体
専業の工場を創設。1958年には、当時世界でも画期的な熱拡散型シリコン
ダイオード、引き続いてシリコンパワートランジスタの試作に成功。以降、
エレクトロニクス産業とともに成長し、パワーエレクトロニクス分野のメー
カーとして確かな地位を築き、そして時代の変化を捉え、社会が、お客様が
求める多様なニーズにお応えする電源およびその周辺事業領域において
高品質のソリューションを提供してきました。これまでも、またこれからも、
独創的で先進的な製品を供給し、パワーエレクトロニクスの分野で卓越した
革新者であり続けることに挑戦していきます。

プロフィール

フィロソフィー

私たちは、半導体をコアビジネスに、パワーエレクトロニクスとその周辺領域を含めた最適なソリューションを
提供することを使命とし、世界各地の産業・経済・文化の発展に寄与する。

私たちは、常に技術力と創造力の革新に努め、品質の確かさを追求する。さらに顧客と価値観を共有し、独自の
技術をもってグローバルに事業を展開する。

私たちは、従業員一人ひとりを尊重し、すべての従業員に公正に接する。また、従業員は信頼される個人、そして
企業人として成長するよう努める。

私たちは、技術と創造を重んじる企業人として、高い倫理観に依って業務を遂行し、公正さと高潔さをもって
顧客や取引先に対して接する。

私たちは、株主のために会社の価値を最大限に高め、社会的な責任を果たし、環境との調和に努める。

経営理念サンケン電気の製品には
社会課題を解決する
チカラがある

特 集

目 次

プロフィール
フィロソフィー ……………………………………… １
事業概要 ……………………………………………… ２
主要製品群…………………………………………… ３
ターゲット領域 ……………………………………… ４
ステークホルダーの皆様へ ………………………… ５
価値創造の歴史……………………………………… 6

　 製品のInnovation …………………… ８
　 人のInnovation ……………………… 10
　 社会のInnovation …………………… 12

社長インタビュー …………………………………… 14
財務・非財務ハイライト …………………………… 20
事業別概況
　　半導体デバイス事業 …………………………… 22
　　パワーシステム事業 …………………………… 24

  グローバル生産拠点とものづくり …… 26
 エンジニアのグローバル登用と育成 … 28
 「ペットボタルⓇ」によるCSR活動 …… 30

CTOメッセージ …………………………………… 32
CSR …………………………………………………… 34
　環境貢献製品……………………………………… 36
　環境パフォーマンス ……………………………… 38
　環境貢献活動……………………………………… 39
　社会貢献活動……………………………………… 40
コーポレート・ガバナンス
　コーポレート・ガバナンス ……………………… 42
　サンケングループを支えるマネジメント ……… 44
　社外取締役メッセージ …………………………… 46
　役員一覧…………………………………………… 48
IR/SR活動 …………………………………………… 49
主要連結財務・非財務データ（11年分） ………… 50
財務諸表 ……………………………………………… 52
事業等のリスク ……………………………………… 56
株式情報 ……………………………………………… 58
会社情報 ……………………………………………… 59

「2018年中期経営計画」（18中計）のスタートを機に、この中計に対する我々の思いを「Power Electronics 
for Your Innovat!on」というスローガンに表現しました。お客様のイノベーションのために、社員一人ひと
りのイノベーションのために、そして、社会のイノベーションのために、サンケン電気はパワーエレクトロニ
クスを通じて貢献していく企業になるという意志を込めています。

スローガンの意味

特 集 1
特 集 2
特 集 3
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事業概要～セグメント別売上高～

半導体をコアビジネスに技術力と創造力の革新に努め、
独自技術によるグローバルな事業展開を進める

84.8%

52%

20%

12%

19%
9%

3% 5%

32%

28%

12%

5%

3%

半導体デバイス事業

自動車

通信

官公需

産機
保守他

新エネルギー

自動車

民生

白物家電

産機

OA/プリンタ
AV他

パワーシステム
事業

15.2%

2018年度
連結売上高

1,737億円

半導体デバイス
市場別売上高構成比

1,472
億円

パワーシステム
市場別売上高構成比

264
億円

主要製品群

自動車向け製品

白物家電向け製品

社会インフラ向け製品

サンケン電気が誇る 主力製品
地域別・市場別売上構成

磁気センサーの地域別売上構成

白物IPMの地域別売上構成

社会システム市場別売上構成

日本
23%

22%
欧州

17%
中国

14%
その他

24%
北米

29%
日本

37%
中国

21%
韓国

13%
その他

通信
36%

21%

再生エネルギー、
海外他

21%
官公需

快適性や安全性、走行性能の追求などにより、自動車搭載
部品は急速にエレクトロニクス化が進んでいます。従来よ
り高い実績を持つオルタネータ用ダイオードやレギュレー
タICなどの製品ラインアップに加え、近年はハイブリッド車
や電気自動車向けの製品が着実に増えてきています。また、
自動車向け磁気センサーでは世界トップクラスのシェアを
誇ります。

環境問題を背景として、各国で二酸化炭素（CO2）排出規制
や電力供給の制限が強化される傾向の中、エアコン・洗濯
機・冷蔵庫などの家電製品において、省エネ効果の高いイ
ンバータ化の動きが加速しています。インバータ家電の中
にはモータ駆動用IPMと呼ばれる当社のICが使われており、
サンケン電気のIPMは、家電製品の中で世界の家庭の電力
消費量の削減に貢献しています。

サンケン電気のUPS（無停電電源装置）は、IT機器、工場生
産設備やトンネル照明設備などの社会インフラ市場におい
て高い実績を誇ります。また、近年は監視カメラや通信機
器のバックアップなど屋外で使える電源装置の需要も高まっ
ており、防水・防塵性能に優れた製品を展開しています。
通信市場では、基地局向け電源装置の実績も豊富で、5G
通信規格の普及に向けた製品の開発を強化しています。

エアコンコンプレッサ
駆動用IPM

通信用直流電源装置 屋外用UPS

オルタネータ用
ダイオード

冷蔵庫コンプレッサ
駆動用IPM

高圧３相モータ
駆動用IC

エアコン室内機ファンモータ
駆動用IPM

磁気センサー

22%
民需
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ターゲット領域

代表取締役社長

私たちサンケングループは、経営理念に則り、
半導体をコアビジネスに技術力と創造力の革新
に努め、独自技術によるグローバルな事業展開
を進めるとともに、企業に対する社会的要請や
環境調和への着実な対応を通じて、企業価値を
最大限に高めるべく、確固たる経営基盤の確保
に邁進しております。私たちを取り巻く環境は、
現在、大きな変化の只中にあります。高度経済
成長を達成した新興国での環境意識や規制の高
まり、電気自動車、自動運転技術の発展、AIや
IoT、5Gをはじめとする新技術の台頭から変化
が加速する一方、社会の持続的成長を目標とす
るSDGsへの対応、職場での多様性への対応、
効率的な働き方へのシフトなど、時代の要請は
増しています。こうした中で、当社が「18中計」
で戦略市場と位置付ける「自動車」「白物家電」「産
業機器」「通信」「新エネルギー」の５つの市場は、
ともに拡大が予測され、社会はやがて技術的特
異点（Technological Singularity）へと到達し、
新たな未来へと導かれるかもしれません。

変化の著しい時代に勝ち残り、そして企業に
課せられた社会のニーズに対応するために、事
業活動とCSR活動を一体化させたESG経営を
着実に実施することはますます重要性を高めて
います。そうした時代を見据えながら、「独自性
のある技術、人と組織のパフォーマンスで成長
する高収益企業」を実現させ、10年後のあるべ
き姿を目指してまいります。

ステークホルダーの皆様から、これまで以上
に産業・経済・文化の発展に貢献する価値ある
企業と認めていただくとともに、社員一人ひと
りが尊重され自己の成長を実感できる企業にな
りたいと考えております。

本レポートをご一読いただき、当社の経営に
対するご理解を深めていただければ幸いです。

「2018年中期経営計画」（18中計）では、以下の成長
分野をターゲット領域に定め、注力していきます。

ステークホルダーの皆様へ

時代の変化を見据え、サンケングループ
の未来づくりに向け、経営を推し進める。

白物
家電自動車

産業
機器

新エネ
ルギー

通信
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価値創造の歴史 1946年の設立以来、不断の研究開発を積み重ね、時 代のニーズに応え、グローバルな社会課題の解決に挑戦しています。

2015200519951985

❯1990年
サンケンエレクトリックシンガポール
プライベートリミテッド設立
米国にアレグロマイクロシステムズエルエル
シー設立

❯1997年
ピーティーサンケン
インドネシア設立

❯2000年
サンケンエレクトリック
コリア（株）設立

❯2003年
三墾電気（上海）有限公司設立
三墾力達電気（江陰）有限公司設立

❯2005年
米国にポーラーセミコンダクター
エルエルシー設立
サンケンオプトプロダクツ（株）設立

❯2001年
台湾三墾電気股
份有限公司設立

❯1961年
東京証券取引所市場第二部に
上場

❯1962年
商号を「サンケン電気株式会社」と
変更

❯1964年
志賀サンケン工業（株）設立
（その後、石川県内に4社設立）

20201946 1955 19751965 198019601950 1970 1990 2000

第 1 フェーズ：ビジネス基盤の構築

戦後復興から高度経済成長へ 世界的な環境意識の高まりグローバル化

第 2 フェーズ：営業所、生産工場の拡充 第 3 フェーズ：シェアの拡大、グローバル化

❯2009年
大連三墾電気有限公司
に出資

❯2013年
サンケンノースアメリカインク（現
アレグロマイクロシステムズインク）
設立

❯2017年
タイにサンケンエレクト
リック（タイランド）
カンパニーリミテッド
設立

本社・半導体技術センター
アレグロマイクロ
システムズ1963年	川越工場竣工

1952年	現在の地に
完成した本社工場

❯1946年
東邦産研電気株式会社を埼玉
県志紀町（現志木市）に設立

❯1952年
埼玉県大和田町（現新座市）に
本社・工場を移転

❯1981年
山形サンケン（株）設立

❯1970年　
鹿島サンケン（株）設立
東京証券取引所市場第一部に上場

❯1988年
福島サンケン（株）設立
サンケンエレクトリックホンコン
カンパニーリミテッド設立

❯1978年
石川県下の関係会社
5社を合併し、
石川サンケン（株）設立

❯1974年
サンケン電設（株）設立

1951 サンフランシスコ
講和条約

1968 GNP世界第2位

1985 プラザ合意

1986‒1991 バブル景気

1995 阪神・淡路大震災

1999 EU統一通貨ユーロ

2008 リーマンショック

2011 東日本大震災

1965‒1970 いざなぎ
景気

2002‒2008 いざなみ
景気

1980‒1983 第二次
オイルショック

1964 東京オリンピック

1950年代
セレン整流器

戦後の社会イン
フラ復興に
パワーエレクト
ロニクスで貢献

逓信院向け
セレン整流器

日本における
モータリゼーション
の高まりにシリコン
半導体で対応

オルタネータ用
シリコンダイオード

1960年代
モータリゼーション

カラーテレビの世
界的な普及により
ピーク時の当社
世界シェアは６割
を超えた

1979年
カラーテレビの普及

テレビ電源用
ハイブリッドIC 1990年

グローバル展開強化と
センサー分野への参入

2006年
売上高2,000億円
達成

2010年
エアコン向け
IPM販売スタート

アレグロステッピング
モータ駆動用IC

冷陰極蛍光管（CCFL） インテリジェント
パワーモジュール（IPM）

1958‒1961 
岩戸景気

1954‒1957
神武景気

2010

サンケン アレグロ

2013 東京オリンピック・
パラリンピック開催決定
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